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■研究の背景
　高齢社会に伴い、骨折、感染症等の難治療疾患や歯周病患者が急増しています。コラーゲンを
用いた化粧品では、優れた保湿性と質感を有する安心素材の高機能シ－トの開発が要望されてい
ます。医歯科領域の臨床には生体模倣材料を用いた再生医療が、加齢臭と角質の分離除去には吸
着機能を付加した生体模倣性化粧品の開発が有効です。魚由来材料の人体組織への埋入では早期
の溶解吸収性や適度な体液浸透性が期待されます。吸収性生体模倣材料の開発と応用を目的とし
て、溶解析出法により鮭由来アパタイト/コラ－ゲン複合材料を作製し、微細構造と水蒸気吸着
性、生体適合性の関係等を検討しました。

■研究の要点
１．鮭由来アパタイト粉末の作製と評価
２．鮭由来アパタイト／コラ－ゲン複合粉末の作製と評価
３．鮭由来複合材料の水蒸気吸着等温線の測定
４．鮭由来複合材料の吸水・保湿試験
５．鮭由来複合材料の動物埋入実験

■研究の成果
１．鮭骨の焼成アパタイトは、微量金属イオンを含有するリン酸カルシウムであることが分かりました。
２．焼成温度の上昇に伴い、水酸アパタイトの結晶性がよくなり、板状と柱状粒子が観察されました。
３．湿式合成の温度とpH条件の選定により、アパタイトの分散性が良好な複合材料を開発できました。
４．アパタイトとコラーゲンの組成比に依存して、配向性・凝集性が異なる複合粉末が観察されました。
５．複合粉末の水蒸気吸着等温線では、吸脱着工程で水蒸気吸着量のヒステリシスが認められました。
６．複合粉末の保湿特性では、コラ－ゲン含有量が多い組成で吸水率と保湿率が高い傾向を示しました。
７．複合粉末のラット背部皮下組織内への埋入では、優れた組織適合性と生体吸収性が立証されました。
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